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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2014-511574(P2014-511574A)
【公表日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2013-555762(P2013-555762)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｄ
   Ｇ０３Ｆ   7/20    ５２１　
   Ｇ０２Ｂ  19/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月4日(2014.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロリソグラフィ投影露光装置（１０）の照明系であって、
　ａ）投影光（ＰＬ）を生成するように構成された光源（３０）と、
　ｂ）瞳平面（８４）と、
　ｃ）前記瞳平面（８４）内の投影光（ＰＬ）の放射照度分布が、該投影光（ＰＬ）によ
って回折光学要素（４８）上に照明される視野（９６ａ、９６ｂ、９６ｃ）の位置に依存
するように、前記光源（３０）と該瞳平面（８４）の間に配置された回折光学要素（４８
）と、
　ｄ）前記光源（３０）と前記回折光学要素（４８）の間に配置され、｜β｜＞３である
横倍率βを有する光学結像系（３４、１３４、２３４、３３４）と、
　ｅ）前記光学結像系（３３４）と前記回折光学要素（４８）の間に配置され、かつ該光
学結像系（３３４）から射出する平行光ビームの直径を縮小するように構成されたビーム
縮小ユニット（１１０）と、
　を含むことを特徴とする照明系。
【請求項２】
　前記光学結像系（３４、１３４、２３４、３３４）は、物体平面（３６）と該物体平面
（３６）が結像される像平面（３８）とを有し、
　前記光源（３０）の光射出窓（３２）が、前記物体平面（３６３）に配置され、
　前記回折光学要素（４８）は、前記像平面（３８）に配置される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明系。
【請求項３】
　前記光学結像系（３４、３３４）は、その物体側及びその像側でテレセントリックであ
ることを特徴とする請求項１に記載の照明系。
【請求項４】
　前記光学結像系（３４、３３４）は、屈折パワー又は反射パワーを有する少なくとも３
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つの光学要素（Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３）を備えることを特徴とする請求項３に記載の照明系。
【請求項５】
　前記光学結像系（３４、３３４）は、２つの正のレンズ（Ｌ１、Ｌ３）と該２つの正の
レンズの間に配置された負のレンズ（Ｌ２）とを備えることを特徴とする請求項４に記載
の照明系。
【請求項６】
　前記光源（３０）と前記光学結像系（３３４）の間に配置された多重ビーム折り返し系
（１００）を備えることを特徴とする請求項３から請求項５のいずれか１項に記載の照明
系。
【請求項７】
　前記多重ビーム折り返し系（１００）は、複数のプリズム（１０２、１０４、１０６）
又は平面ミラーを備えることを特徴とする請求項６に記載の照明系。
【請求項８】
　少なくとも１つのプリズム（１０６）又はミラーが、案内レール（１０８）上にそれを
該案内レールに沿った異なる位置に固定することができるように装着されることを特徴と
する請求項７に記載の照明系。
【請求項９】
　前記光学結像系の全ての光学要素が、前記光源と照明系のビーム送出部との間に配置さ
れることを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の照明系。
【請求項１０】
　前記回折光学要素（４８）を照明系（１２）の光学軸（ＯＡ）と平行ではない変位方向
（Ｘ）に沿って変位させるように構成された変位機構（５６）を備えることを特徴とする
請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の照明系。
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